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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円形型振動篩機を構成する内部に篩網が配設された円筒形状の篩枠に対して前記篩枠の
上部を覆う蓋を取付ける際に用いるバンド支持治具であって、
　前記篩枠の上端部に前記蓋を取付けるバンドを支持する支持部と、
　前記篩枠の外壁の上端部の下部近傍に設けられた保持部により保持される被保持部と
を備えることを特徴とするバンド支持治具。
【請求項２】
　前記被保持部は、前記保持部に磁着する磁石を備えることを特徴とする請求項１記載の
バンド支持治具。
【請求項３】
　前記被保持部は、前記保持部に係止される係止部を備えることを特徴とする請求項１記
載のバンド支持治具。
【請求項４】
　前記係止部は、前記保持部に形成された差込穴に差込む差込部を備えることを特徴とす
る請求項３記載のバンド支持治具。
【請求項５】
　前記支持部は、前記バンドを支持する凹部を備えることを特徴とする請求項１～４の何
れか一項に記載のバンド支持治具。
【請求項６】
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　請求項１～５の何れか一項に記載のバンド支持治具を用いた円形型振動篩機の組み立て
方法であって、
　円形型振動篩機を構成する、内部に篩網が配設された円筒形状の篩枠上に前記篩枠の上
部を覆う蓋を載置し、前記篩枠の上端部に設けられた上フランジの上に前記蓋の外縁部に
設けられた蓋用フランジを位置させる工程と、
　前記バンドの内面に設けられた溝部に前記上フランジ及び前記蓋用フランジを位置させ
る工程と、
　前記バンド支持治具の前記被保持部を前記篩枠の前記保持部により保持させると共に前
記支持部により前記バンドを支持する工程と、
　前記バンドにより前記篩枠に対して前記蓋を固定する工程と、
を含むことを特徴とする円形型振動篩機の組み立て方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粉体中に含まれている異物の除去、粉体の分級等に用いられる円形型振動篩
機を組み立てる際に用いるバンド支持治具及び円形型振動篩機の組み立て方法に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、筒胴により構成される篩枠内に配設された篩網により粉体中に含まれている異物
の除去、粉体の分級等を行う振動篩機が存在する。このような振動篩機においては、蓋の
下端部に設けられたフランジと筒胴の上端部に設けられたフランジとを複数の締付金具に
より上下方向に締付けることによって、蓋を篩枠に取付ける振動篩機が存在する（例えば
、特許文献１参照）。また、上述の締付金具以外に、２つの半円形状のバンドにより両者
のフランジを締付ける振動篩機が存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実公昭６１－４５９１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、粉体の網詰まり及び網破れ確認のため、１日数回篩枠から蓋を取外して篩網
の目視検査が行われる。目視検査の後、篩枠に蓋の取付けが行われるが、大型の振動篩機
においては、篩枠と蓋とを上述のバンドを用いて取付ける場合に、バンドの落下の防止を
しつつ、一人の作業者により篩枠に蓋を取付けることは大変困難であり、二人の作業者が
必要とされるため、作業効率が悪かった。
【０００５】
　本発明の目的は、円形型振動篩機の篩枠と蓋とをバンドを用いて取付ける場合にバンド
を支持するバンド支持治具及び該バンド支持治具を用いた円形型振動篩機の組み立て方法
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のバンド支持治具は、円形型振動篩機を構成する内部に篩網が配設された円筒形
状の篩枠に対して前記篩枠の上部を覆う蓋を取付ける際に用いるバンド支持治具であって
、前記篩枠の上端部に前記蓋を取付けるバンドを支持する支持部と、前記篩枠の外壁の上
端部の下部近傍に設けられた保持部により保持される被保持部とを備えることを特徴とす
る。
【０００７】
　また、本発明のバンド支持治具は、前記被保持部が前記保持部に磁着する磁石を備える
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ことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明のバンド支持治具は、前記被保持部が前記保持部に係止される係止部を備
えることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明のバンド支持治具は、前記係止部が前記保持部に形成された差込穴に差込
む差込部を備えることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明のバンド支持治具は、前記支持部が前記バンドを支持する凹部を備えるこ
とを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の円形型振動篩機の組み立て方法は、本発明のバンド支持治具を用いた円
形型振動篩機の組み立て方法であって、円形型振動篩機を構成する、内部に篩網が配設さ
れた円筒形状の篩枠上に前記篩枠の上部を覆う蓋を載置し、前記篩枠の上端部に設けられ
た上フランジの上に前記蓋の外縁部に設けられた蓋用フランジを位置させる工程と、前記
バンドの内面に設けられた溝部に前記上フランジ及び前記蓋用フランジを位置させる工程
と、前記バンド支持治具の前記被保持部を前記篩枠の前記保持部により保持させると共に
前記支持部により前記バンドを支持する工程と、前記バンドにより前記篩枠に対して前記
蓋を固定する工程とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、円形型振動篩機の篩枠に蓋をバンドを用いて取付ける場合に、バンド
の落下の防止をしつつ一人の作業者により篩枠に蓋を取付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】第１の実施の形態に係る円形型振動篩機の正面部分断面図である。
【図２】第１の実施の形態に係る円形型振動篩機の図１におけるＡ部拡大図である。
【図３】第１の実施の形態に係る円形型振動篩機の図１におけるＢ－Ｂ断面図である。
【図４】第２の実施の形態に係る円形型振動篩機の図１におけるＢ－Ｂ断面図である。
【図５】第３の実施の形態に係る円形型振動篩機の図１におけるＢ－Ｂ断面図である。
【図６】第４の実施の形態に係る円形型振動篩機の図１におけるＢ－Ｂ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態に係る円形型振動篩機について説明する。図１は、第１の実
施の形態に係る円形型振動篩機の正面部分断面図である。図１に示すように、円形型振動
篩機２は、円筒形状の上部篩枠４Ａ及び下部篩枠４Ｂを有している。また、上部篩枠４Ａ
の上部には、上部篩枠４Ａの上部を覆う円錐台形状の蓋１６、下部篩枠４Ｂの下部には、
上部篩枠４Ａ及び下部篩枠４Ｂに振動を与える加振部５０を有している。
【００１５】
　上部篩枠４Ａは、非磁性材であるステンレス鋼により形成されている。ここで、上部篩
枠４Ａの上端部の外縁には、外向きの上フランジ４ａ（図２参照）が設けられ、下端部の
外縁には外向きの下フランジ（図示せず）が設けられている。また、上部篩枠４Ａの側面
部には、粉体または異物を排出する排出口６が設けられている。また、上部篩枠４Ａの外
壁部の上フランジ４ａの下部近傍には、後述する保持部１２が設けられている。また、上
部篩枠４Ａ内の下部には、粉体を篩分けする篩網１４が水平に張設されている。また、篩
網１４の下部には、篩網１４を叩く網叩きボール３８を載せた網叩き受け３２が設けられ
ている。なお、網叩き受け３２は、粉体を通過させる多数の孔を有している。
【００１６】
　下部篩枠４Ｂは、上部篩枠４Ａと同様に非磁性材であるステンレス鋼により形成され上
部篩枠４Ａと同様な外観形状を有している。即ち、下部篩枠４Ｂの側面部には排出口６が
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設けられ、外壁部には保持部１２が設けられている。また、下部篩枠４Ｂ内の下部には篩
網１４により選別された粉体を受けるドーム形状の底板４２が設けられている。
【００１７】
　蓋１６は、上部篩枠４Ａに対して着脱自在に設けられている。蓋１６の中央部には、粉
体投入口１８が設けられている。また、蓋１６の下端部の外縁には、蓋用フランジ１６ａ
（図２参照）が設けられている。この蓋用フランジ１６ａは、蓋１６を後述の取付けバン
ド８により上部篩枠４Ａに取付ける際に、上部篩枠４Ａの上フランジ４ａ上に配置される
。
【００１８】
　加振部５０は、下部篩枠４Ｂが取付けられる円形状の支え枠４０を上部に備え、支え枠
４０上に下部篩枠４Ｂが取付けられている。ここで、振動モ－タは、回転軸の上端と下端
にウエイトを有しており、振動モ－タの駆動による両ウエイトの回転により、上部篩枠４
Ａ及び下部篩枠４Ｂを加振する。
【００１９】
　蓋１６と上部篩枠４Ａとを固定する取付けバンド８は、半円形状のバンド８ａとバンド
８ｂにより構成され、バンド８ａとバンド８ｂのそれぞれの内面には、蓋用フランジ１６
ａと上部篩枠４Ａの上フランジ４ａとを収容する溝８ｃが形成されている（図２参照）。
蓋１６と上部篩枠４Ａとを固定する際には、バンド８ａ及びバンド８ｂの溝８ｃに蓋用フ
ランジ１６ａと上部篩枠４Ａの上フランジ４ａとを収容し、蓋１６と上部篩枠４Ａの外周
に沿って円形状を形成する。そしてバンド８ａとバンド８ｂの一方の端部は係止具により
係止され、他方の端部はクランプ２２により上部篩枠４Ａの周方向に締付けられる。
【００２０】
　図２は、図１におけるＡ部拡大図である。図２に示すように、粉体の漏れを防止する枠
パッキン２４が、蓋用フランジ１６ａと上部篩枠４Ａの上フランジ４ａとにより挟持され
、バンド８ａ（またはバンド８ｂ）の溝８ｃに両者が収容される。そして、両者を収容し
た状態で、クランプ２２を締付けることにより、バンド８ａとバンド８ｂとが上部篩枠４
Ａの周方向に締付けられ蓋１６と上部篩枠４Ａとが固定される。なお、上部篩枠４Ａと下
部篩枠４Ｂとは、上述の蓋１６と上部篩枠４Ａとの固定に用いられるのと同様な取付けバ
ンド８により固定される。
【００２１】
　この円形型振動篩機２においては、粉体を蓋１６の粉体投入口１８から上部篩枠４Ａの
内部に投入すると、粉体は上部篩枠４Ａ及び下部篩網４Ｂの振動により、篩分けされ上部
篩枠４Ａの排出口６または下部篩網４Ｂの排出口６から外部に排出される。
【００２２】
　図３は、図１におけるＢ－Ｂ断面図（バンド支持治具は側面図）である。図３に示すよ
うに、上部篩枠４Ａの外壁部の上フランジ４ａの下部の近傍には、磁性材であるステンレ
ス鋼（ＳＵＳ４３０）のプレートにより形成される角筒状の保持部１２が設けられている
。保持部１２の一方の面は、上部篩枠４Ａの外壁部に溶接により接合されている。また、
保持部１２の高さ、即ち上部篩枠４Ａの外壁部から保持部１２の接合された面の背面まで
の距離は、バンド８ａの溝８ｃにより蓋用フランジ１６ａと上部篩枠４Ａの上フランジ４
ａとを収容した際の、上部篩枠４Ａの外壁部からバンド８ａの外面までの距離と略同一と
なるように設定されている。また、保持部１２は、上部篩枠４Ａの排出口６が形成されて
いる位置の近傍を除く上部篩枠４Ａの周方向の位置に設けられている。
【００２３】
　バンド支持治具１０は、直方体形状を有する永久磁石により構成され、その一方の面１
０ａの一部の領域（図３における上部領域）がバンド８ａの落下を防止するためにバンド
８ａ（またはバンド８ｂ）を支持する支持部１５として機能すると共に、一方の面１０ａ
の一部の領域（図３における下部領域）が上部篩枠４Ａの保持部１２により保持される被
保持部１３として機能する。また、バンド支持治具１０の他方の面１０ｂには、バンド支
持治具１０を把持する把持部１１が設けられている。
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【００２４】
　上部篩枠４Ａに蓋１６を取付ける場合には、上部篩枠４Ａ上に蓋１６を載せ、蓋用フラ
ンジ１６ａと上部篩枠４Ａの上フランジ４ａとの間に枠パッキン２４を挟む。そして、例
えばバンド８ａの溝８ｃに蓋用フランジ１６ａと上部篩枠４Ａの上フランジ４ａとを収容
する。バンド支持治具１０の把持部１１を把持し、バンド支持治具１０の被保持部１３を
保持部１２に磁着させる。これによりバンド支持治具１０の支持部１５によりバンド８ａ
を支持する。この状態で、バンド８ａの係止具とバンド８ｂの係止具とを係止し、バンド
８ｂの溝８ｃに蓋用フランジ１６ａと上部篩枠４Ａの上フランジ４ａとを収容する。そし
て、クランプ２２を締付けることにより、バンド８ａとバンド８ｂとが篩枠４の周方向に
締付けられ、蓋用フランジ１６ａと上部篩枠４Ａの上フランジ４ａとが締付けられる。こ
れにより、蓋１６と上部篩枠４Ａとが固定され上部篩枠４Ａに蓋１６が取付けられる。
【００２５】
　この第１の実施の形態に係る円形型振動篩機によれば、上部篩枠と蓋とを取付けバンド
を用いて取付ける場合にバンド支持治具によりバンドを支持することができるため、バン
ドの落下の防止をしつつ、一人の作業者により篩枠に蓋を取付けることができる。
【００２６】
　なお、上述の第１の実施の形態においては、バンド支持治具１０が直方体形状を有する
永久磁石により構成されているが、バンド支持治具１０の一方の面１０ａの被保持部１３
として機能する一部の領域のみを永久磁石により構成するようにしてもよい。この場合に
は、被保持部１３として機能する一部の領域に永久磁石のプレートを貼り付けるようにし
てもよい。
【００２７】
　次に、本発明の第２の実施の形態に係る円形型振動篩機について説明する。なお、第２
の実施の形態に係る円形型振動篩機の構成は、図１に示す円形型振動篩機と保持部の構成
、バンド支持治具の構成が異なるため異なる部分について説明する。また、第２の実施の
形態に係る円形型振動篩機においては、第１の実施の形態に係る円形型振動篩機の構成と
同一の構成には同一の符号を用いて説明を行う。
【００２８】
　図４は、図１におけるＢ－Ｂ断面図（バンド支持治具は側面図）である。図４に示すよ
うに、上部篩枠４Ａの外壁部の上フランジ４ａの下部の近傍には、後述するバンド支持治
具４４の一部が差込まれる差込穴が設けられた保持部６０が設けられている。ここで保持
部６０は、例えば上部篩枠４Ａの材質と同様な材質（非磁性材であるステンレス鋼（ＳＵ
Ｓ３０４））により形成されており、保持部６０の一方の面は、上部篩枠４Ａの外壁部に
溶接により接合されている。また、保持部６０の高さは、第１の実施の形態に係る保持部
１２の高さと同様である。また、上部篩枠４Ａの排出口６の位置を除く上部篩枠４Ａの周
方向に保持部６０が設けられている。
【００２９】
　バンド支持治具４４は、矩形形状を有する板状部を有し、その一方の面４４ａの一部の
領域（図４における上部領域）がバンド８ａの落下を防止するためにバンド８ａ（または
バンド８ｂ）を支持する支持部４６として機能する。また板状部の一方の端部には、保持
部６０の差込穴に差込まれる差込部４７及びバンド支持治具４４によりバンド８ａ（また
はバンド８ｂ）を支持する際に、バンド支持治具４４の姿勢を保持するための差込押さえ
部４８が設けられている。ここで差込部４７及び差込押さえ部４８が保持部６０によりバ
ンド支持治具４４を係止する係止部を構成する。また、バンド支持治具４４の他方の面４
４ｂには、バンド支持治具４４を把持する把持部４５が設けられている。
【００３０】
　上部篩枠４Ａに蓋１６を取付ける場合には、バンド支持治具４４の差込部４７を保持部
６０の差込穴に差込み、バンド８ａを支持部４６で支持した状態で、第１の実施の形態と
同様に上部篩枠４Ａに蓋１６を取付ける。
【００３１】
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　この第２の実施の形態に係る円形型振動篩機によれば、上部篩枠と蓋とをバンドを用い
て取付ける場合に、バンド支持治具が保持部に保持され、バンドを支持することができる
ため、バンドの落下の防止をしつつ、一人の作業者により篩枠に蓋を取付けることができ
る。
【００３２】
　なお、この第２の実施の形態においては、保持部６０に貫通穴により構成される差込穴
を設けているが、上部に開口を有し下部が閉じた差込み穴を設けてもよい。
【００３３】
　次に、本発明の第３の実施の形態に係る円形型振動篩機について説明する。なお、第３
の実施の形態に係る円形型振動篩機の構成は、図１に示す円形型振動篩機と保持部の構成
、バンド支持治具の構成が異なるため異なる部分について説明する。また、第３の実施の
形態に係る円形型振動篩機においては、第１の実施の形態に係る円形型振動篩機の構成と
同一の構成には同一の符号を用いて説明を行う。
【００３４】
　図５は、図１におけるＢ－Ｂ断面図（バンド支持治具は側面図）である。図５に示すよ
うに、上部篩枠４Ａの外壁部の上フランジ４ａの下部の近傍には、磁性材であるステンレ
ス鋼（ＳＵＳ４３０）のプレートにより形成される矩形状の保持部７０が溶接により接合
されている。
【００３５】
　バンド支持治具７２は、一方の端部にバンド８ａ（またはバンド８ｂ）を支持する凹面
形状を有する支持部７３を備え、他方の端部には上部篩枠４Ａの保持部７０により保持さ
れる被保持部７４を備えている。ここで被保持部７４は、支持部７３によりバンド８ａ（
またはバンド８ｂ）を支持した場合に上部篩枠４Ａの保持部７０に接する位置に矩形状を
有する永久磁石７４ａを備えている。
【００３６】
　上部篩枠４Ａに蓋１６を取付ける場合には、バンド支持治具７２の被保持部７４を保持
部７０に磁着させ支持部７３によりバンド８ａを支持した状態で、第１の実施の形態と同
様に上部篩枠４Ａに蓋１６を取付ける。
【００３７】
　この第３の実施の形態に係る円形型振動篩機によれば、バンド支持治具７２の支持部７
３が凹面形状を有しているため、バンド８ａ（またはバンド８ｂ）を確実に支持すること
ができる。また、上部篩枠４Ａの保持部７０の高さを低くすることができるため、円形型
振動篩機２を使用する場合等において保持部７０が邪魔になるのを防止することができる
。
【００３８】
　次に、本発明の第４の実施の形態に係る円形型振動篩機について説明する。なお、第４
の実施の形態に係る円形型振動篩機の構成は、図１に示す円形型振動篩機と保持部の構成
、バンド支持治具の構成が異なるため異なる部分について説明する。また、第４の実施の
形態に係る円形型振動篩機においては、第１の実施の形態に係る円形型振動篩機の構成と
同一の構成には同一の符号を用いて説明を行う。
【００３９】
　図６は、図１におけるＢ－Ｂ断面図（バンド支持治具は側面図）である。図６に示すよ
うに、上部篩枠４Ａの外壁部の上フランジ４ａの下部の近傍には、後述するバンド支持治
具８２の一部が差込まれる差込穴が設けられた保持部８０が設けられている。ここで保持
部８０は、例えば上部篩枠４Ａの材質と同様な材質（非磁性材であるステンレス鋼（ＳＵ
Ｓ３０４））により形成され、一方の面が上部篩枠４Ａの外壁に溶接により接合されてい
る。
【００４０】
　バンド支持治具８２は、一方の端部にバンド８ａ（またはバンド８ｂ）を支持する凹面
形状を有する支持部８３を備え、他方の端部には上部篩枠４Ａの保持部８０により保持さ
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る差込部８４ａ及びバンド支持治具８２によりバンド８ａ（またはバンド８ｂ）を支持す
る際に、バンド支持治具８２の姿勢を保持するための差込押さえ部８４ｂを有している。
【００４１】
　上部篩枠４Ａに蓋１６を取付ける場合には、バンド支持治具８２の差込部８４ａを保持
部８０の凹部に差込み支持部８３によりバンド８ａを支持した状態で、第１の実施の形態
と同様に上部篩枠４Ａに蓋１６を取付ける。
【００４２】
　この第４の実施の形態に係る円形型振動篩機によれば、バンド支持治具８２の支持部８
３が凹面形状を有しているため、バンド８ａ（またはバンド８ｂ）を確実に支持すること
ができる。
【００４３】
　なお、上述の実施の形態においては、バンド８ａを支持するため、バンド支持治具を保
持する保持部（第１保持部）１２（６０、７０、８０）が設けられているが、バンド８ｂ
を支持するための第２保持部を設けてもよい。即ち、上部篩枠４Ａの外壁部において、保
持部１２の位置から円周方向に略１８０°回転した位置に、第１保持部１２（６０、７０
、８０）と同様の第２保持部を設ける。これにより、取付けバンド８により蓋１６を上部
篩枠４Ａに取付ける場合に、作業性を考慮して第１保持部１２（６０、７０、８０）また
は及び第２保持部によりバンド支持治具を保持し、バンド支持治具によりバンド８ａまた
はバンド８ｂを支持することによって、バンド８ａ及びバンド８ｂの落下を防止すること
ができる。
【００４４】
　また、上述の実施の形態においては、上部篩枠４Ａの外壁部に設けられた保持部１２（
６０、７０、８０）によりバンド支持治具を保持することによりバンド８ａまたはバンド
８ｂを支持し、バンド８ａ及びバンド８ｂの落下を防止しつつ、上部篩枠４Ａに蓋１６を
取付けているが、下部篩枠４Ｂの外壁部に設けられた保持部１２（６０、７０、８０）に
よりバンド支持治具を保持することによりバンド８ａまたはバンド８ｂを支持し、バンド
８ａ及びバンド８ｂの落下を防止しつつ、下部篩枠４Ｂに上部篩枠４Ａを取付けることも
できる。
【符号の説明】
【００４５】
２…円形型振動篩機、４…篩枠，４Ａ…上部篩枠，４Ｂ…下部篩枠，４ａ…上フランジ、
６…排出口、８…取付けバンド，８ａ…バンド，８ｂ…バンド，８ｃ…溝、１０…バンド
支持治具、１１…把持部、１２…保持部、１３…被保持部、１５…支持部、１６…蓋，１
６ａ…蓋用フランジ、２２…クランプ、４０…支え枠、５０…加振部
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